
(57)【要約】

【課題】　簡易な構成で、成形時にキャビティ内のガス

を円滑に抜くことができる鋳造装置を提供する。

【解決手段】　鋳造空間であるキャビティを形成する可

動の上型１及び固定の下型２と、成形時に先端１０ａが

上型１の成形面１ａと面一状態でキャビティ５に臨む貫

通孔１１を有するエジェクタピン１０を備え、このエジ

ェクタピン１０は、成形時にキャビティ５内のガスを抜

く機能を有すると共に、成形後の上型１上昇時に成形品

１７を押し出す機能を有する。また、エジェクタピン１

０の先端１０ａに交換自在なガスベント１２を設けた。

更に、エジェクタピン１０を複数設けることもできる。

【選択図】　　　　図１

JP 2006-289406 A 2006.10.26



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
鋳 造 空 間 で あ る キ ャ ビ テ ィ を 形 成 す る 上 側 の 可 動 型 及 び 下 側 の 固 定 型 と 、 成 形 時 に 先 端 が
可 動 型 の 成 形 面 と 面 一 状 態 で キ ャ ビ テ ィ に 臨 む 中 空 の エ ジ ェ ク タ ピ ン を 備 え 、 こ の エ ジ ェ
ク タ ピ ン は 、 成 形 時 に キ ャ ビ テ ィ 内 の ガ ス を 抜 く 機 能 を 有 す る と 共 に 、 成 形 後 の 可 動 型 上
昇 時 に 成 形 品 を 押 し 出 す 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 鋳 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 エ ジ ェ ク タ ピ ン の 先 端 に 交 換 自 在 な ガ ス ベ ン ト を 設 け た 請 求 項 １ 記 載 の 鋳 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 エ ジ ェ ク タ ピ ン を 複 数 設 け た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 鋳 造 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 低 圧 ダ イ カ ス ト な ど の 低 圧 鋳 造 法 に 適 用 さ れ る 鋳 造 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 上 側 の 可 動 型 の 上 昇 過 程 で キ ャ ビ テ ィ 側 に 突 出 す る エ ジ ェ ク タ ピ ン と 、 外 周 に ガ
ス 放 出 用 流 路 を 形 成 す る 溝 を 有 し 且 つ エ ジ ェ ク タ ピ ン の 突 出 後 に 突 出 す る ガ ス 放 出 用 ピ ン
を 備 え 、 薄 肉 の 成 形 品 を 鋳 造 す る 場 合 に 、 各 ピ ン を 最 適 な 部 分 に 対 し て 配 置 可 能 に し 、 ガ
ス 放 出 機 能 、 成 形 品 離 型 機 能 、 お よ び ガ ス 放 出 用 流 路 の 目 詰 ま り 防 止 機 能 を 確 保 し た 鋳 造
装 置 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ １ ２ ９ ５ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 鋳 造 装 置 に お い て は 、 成 形 品 離 型 機 能 を 有 す る エ ジ ェ
ク タ ピ ン と 、 外 周 に ガ ス 放 出 用 の 溝 を 形 成 し た ガ ス 放 出 機 能 を 有 す る ガ ス 放 出 用 ピ ン を 用
い る た め 、 構 成 が 複 雑 に な り 、 煩 雑 で あ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 技 術 が 有 す る こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目
的 と す る と こ ろ は 、 簡 易 な 構 成 で 、 成 形 時 に キ ャ ビ テ ィ 内 の ガ ス を 円 滑 に 抜 く こ と が で き
る 鋳 造 装 置 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 鋳 造 空 間 で あ る キ ャ ビ テ ィ を 形 成 す る 上
側 の 可 動 型 及 び 下 側 の 固 定 型 と 、 成 形 時 に 先 端 が 可 動 型 の 成 形 面 と 面 一 状 態 で キ ャ ビ テ ィ
に 臨 む 中 空 の エ ジ ェ ク タ ピ ン を 備 え 、 こ の エ ジ ェ ク タ ピ ン は 、 成 形 時 に キ ャ ビ テ ィ 内 の ガ
ス を 抜 く 機 能 を 有 す る と 共 に 、 成 形 後 の 可 動 型 上 昇 時 に 成 形 品 を 押 し 出 す 機 能 を 有 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 鋳 造 装 置 に お い て 、 前 記 エ ジ ェ ク タ ピ ン の 先 端
に 交 換 自 在 な ガ ス ベ ン ト を 設 け た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 鋳 造 装 置 に お い て 、 前 記 エ ジ ェ ク タ ピ ン
を 複 数 設 け た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 エ ジ ェ ク タ ピ ン が 、 成 形 品 の 押 し 出 し 機 能 の 他 に ガ ス 抜
き 機 能 を 有 す る た め 、 簡 易 な 構 成 で 成 形 時 に 発 生 す る キ ャ ビ テ ィ 内 の ガ ス を 円 滑 に 抜 く こ
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と が 可 能 に な り 、 成 形 品 の 湯 廻 り 不 良 や フ カ レ 不 良 を 大 幅 に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 ガ ス ベ ン ト を エ ジ ェ ク タ ピ ン の 先 端 に 設 け た こ と に よ り
、 溶 湯 が エ ジ ェ ク タ ピ ン の 中 空 に 入 り 難 く な る た め 、 ガ ス 抜 き 機 能 を 維 持 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 成 形 品 の 押 し 出 し 機 能 の 他 に ガ ス 抜 き 機 能 を 有 す る 複 数
の エ ジ ェ ク タ ピ ン を 用 い る こ と に よ り 、 成 形 品 の 品 質 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 １ は 本 発 明 に 係
る 鋳 造 装 置 の 概 要 構 成 説 明 図 、 図 ２ は エ ジ ェ ク タ ピ ン の 説 明 図 、 図 ３ 及 び 図 ４ は エ ジ ェ ク
タ ピ ン の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 鋳 造 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 下 方 向 に 可 動 す る 上 型 １ と 、 固 定 の 下
型 ２ と 、 水 平 方 向 に 可 動 す る 左 右 の サ イ ド 型 ３ ， ４ を 備 え て な る 。 こ れ ら の 型 １ ， ２ ， ３
， ４ が 型 閉 め 状 態 に な る と 、 鋳 造 空 間 で あ る キ ャ ビ テ ィ ５ が 形 成 さ れ る 。 な お 、 ６ は 下 型
２ が 固 定 さ れ る ベ ー ス 、 ７ は 上 型 １ が 固 定 さ れ る 可 動 プ レ ー ト 、 ８ は サ イ ド 型 ３ ， ４ が 固
定 さ れ る 可 動 サ イ ド プ レ ー ト 、 ９ は 可 動 プ レ ー ト ７ を 案 内 す る ガ イ ド ポ ス ト で あ る 。 図 １
は 型 閉 め 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 型 １ に は 、 成 形 時 に 先 端 １ ０ ａ が 上 型 １ の 成 形 面 １ ａ と 面 一 状 態 で キ ャ ビ テ ィ
５ に 臨 む エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ の 中 心 に は 、 図 ２ （
ａ ） に 示 す よ う に 、 貫 通 孔 １ １ が 形 成 さ れ 、 エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ の 後 端 １ ０ ｂ に は 、 ス ト
ッ パ と し て 機 能 す る 鍔 部 １ ０ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 更 に 、 エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ の 先 端 １ ０
ａ に は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ス リ ッ ト 状 の ガ ス ベ ン ト １ ２ が 着 脱 自 在 に 嵌 合 さ れ て
い る 。 な お 、 ガ ス ベ ン ト １ ２ は 、 容 易 に 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 そ の 後 端 １ ０ ｂ を 可 動 プ レ ー ト ７ に 立 設 し
た 一 対 の ガ イ ド ポ ス ト １ ３ ， １ ３ に 摺 動 自 在 に 両 端 を 嵌 装 さ せ た 押 出 板 １ ４ に 固 定 さ れ て
い る 。 押 出 板 １ ４ は 、 第 １ 押 出 板 １ ５ と 第 ２ 押 出 板 １ ６ を 接 合 し て な る 。 エ ジ ェ ク タ ピ ン
１ ０ は 、 第 １ 押 出 板 １ ５ に 開 け ら れ た 段 部 １ ５ ａ を 有 す る 嵌 合 孔 １ ５ ｂ に そ の 鍔 部 １ ０ ｃ
を 嵌 装 さ せ た 後 に 、 貫 通 孔 １ ６ ａ を 開 け た 第 ２ 押 出 板 １ ６ を 第 １ 押 出 板 １ ５ に 被 せ る こ と
に よ り 固 定 さ れ る 。 エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ の 貫 通 孔 １ １ と 第 ２ 押 出 板 １ ６ の 貫 通 孔 １ ６ ａ は
連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 貫 通 孔 １ １ は 、 成 形 時 に お い て 、 キ ャ ビ テ ィ ５ 内 に 発 生 す る エ ア や ガ ス を 抜 く た め に 設
け ら れ 、 ガ ス ベ ン ト １ ２ は 、 成 形 時 に お い て 、 ア ル ミ の 溶 湯 が 貫 通 孔 １ １ に 入 り 難 く く す
る た め に 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 キ ャ ビ テ ィ ５ と 外 部 は 、 ガ ス ベ ン ト １ ２ と 貫 通 孔 １ １
を 介 し て 連 通 さ れ 、 キ ャ ビ テ ィ ５ 内 に 発 生 す る エ ア や ガ ス は 円 滑 に 外 部 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に 係 る 鋳 造 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 上 型 １
と 下 型 ２ と サ イ ド 型 ３ ， ４ が 、 図 １ に 示 す よ う な 型 閉 め 状 態 に な る 。 こ の 時 、 エ ジ ェ ク タ
ピ ン １ ０ の 先 端 １ ０ ａ は 、 上 型 １ の 成 形 面 １ ａ と 面 一 状 態 で キ ャ ビ テ ィ ５ に 臨 む 。 次 い で
、 湯 口 （ 不 図 示 ） か ら キ ャ ビ テ ィ ５ 内 に ア ル ミ の 溶 湯 が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 す る と 、 元 々 キ ャ ビ テ ィ ５ 内 に 存 在 す る エ ア や ア ル ミ の 溶 湯 か ら 発 生 す る ガ ス が キ ャ ビ
テ ィ ５ 内 に 充 満 す る 。 こ れ ら の エ ア や ガ ス が キ ャ ビ テ ィ ５ 内 に 残 留 し て い る と 、 圧 縮 さ れ
高 温 と な っ て 成 形 品 １ ７ に 悪 影 響 を 及 ぼ す た め 、 速 や か に こ れ ら の エ ア や ガ ス を 抜 く 必 要
が あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ こ で 、 キ ャ ビ テ ィ ５ 内 へ ア ル ミ の 溶 湯 が 充 填 さ れ る と 同 時 に 、 キ ャ ビ テ ィ ５ 内 の エ ア
や ガ ス は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 １ １ 及 び 第 ２ 押 出
板 １ ６ に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 １ ６ ａ を 通 っ て 上 昇 し 、 外 部 に 排 出 さ れ る 。 こ の よ う な エ ジ ェ
ク タ ピ ン １ ０ の ガ ス 抜 き 機 能 が 発 揮 さ れ る と 、 湯 廻 り が 良 好 に な り 、 エ ア や ガ ス に よ る 鋳
造 欠 陥 の 発 生 が 防 止 さ れ る 。 そ の 際 、 エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ の 先 端 １ ０ ａ に 設 け た ガ ス ベ ン
ト １ ２ に よ り 、 ア ル ミ の 溶 湯 が 貫 通 孔 １ １ へ 浸 入 す る の が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し て ア ル ミ の 溶 湯 が 凝 固 す る と 成 形 品 １ ７ が 成 形 さ れ る 。 す
る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 先 ず 左 右 の サ イ ド 型 ３ ， ４ が 開 く 方 向 に ス ラ イ ド し 、 次 い で 上
型 １ が 上 昇 す る 。 こ の 時 、 成 形 品 １ ７ は 上 型 １ に 付 着 し た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ こ で 、 上 型 １ の 上 昇 と 共 に 、 エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ が 押 出 板 １ ４ に よ り 押 し 出 さ れ る の
で 、 エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ の 先 端 １ ０ ａ が 上 型 １ の 成 形 面 １ ａ か ら 突 出 し 、 成 形 品 １ ７ は 傷
付 け ら れ る こ と な く 上 型 １ か ら 円 滑 に 離 型 す る 。 こ の よ う に 、 エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ は 、 ガ
ス 抜 き 機 能 の 他 に 、 本 来 の 押 し 出 し 機 能 を 発 揮 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で は 、 ガ ス 抜 き 機 能 と 押 し 出 し 機 能 を 併 せ 持 つ １ 本 の エ ジ ェ
ク タ ピ ン １ ０ を 上 型 １ に 設 け た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 複 数 本 の エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ を
上 型 １ に 配 設 す る こ と も で き る 。
　 ま た 、 複 数 本 の エ ジ ェ ク タ ピ ン を 上 型 １ に 配 設 し て 、 そ の う ち の 何 本 か を ガ ス 抜 き 機 能
と 押 し 出 し 機 能 を 併 せ 持 つ エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 成 形 品 １ ７ の 押 し 出 し 機 能 の み 有 す る エ ジ ェ ク タ ピ ン と 、 成 形 品 １ ７ の 押
し 出 し 機 能 の 他 に ガ ス 抜 き 機 能 を 有 す る エ ジ ェ ク タ ピ ン １ ０ を 使 い 分 け る こ と に よ り 、 成
形 品 １ ７ の 品 質 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 簡 易 な 構 成 の エ ジ ェ ク タ ピ ン に ガ ス 抜 き 機 能 と 押 し 出 し 機 能 を 併 せ 持 た せ る こ と が 可 能
に な り 、 こ の よ う な エ ジ ェ ク タ ピ ン を 備 え た 鋳 造 装 置 の 需 要 拡 大 が 期 待 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 鋳 造 装 置 の 概 要 構 成 説 明 図
【 図 ２ 】 エ ジ ェ ク タ ピ ン の 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 断 面 図 、 （ ｂ ） は 拡 大 底 面 図
【 図 ３ 】 エ ジ ェ ク タ ピ ン の 動 作 （ ガ ス 抜 き 機 能 ） 説 明 図
【 図 ４ 】 エ ジ ェ ク タ ピ ン の 動 作 （ 押 し 出 し 機 能 ） 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ … 上 型 （ 可 動 型 ） 、 ２ … 下 型 （ 固 定 型 ） 、 ３ ， ４ … サ イ ド 型 、 ５ … キ ャ ビ テ ィ 、 １ ０
… エ ジ ェ ク タ ピ ン 、 １ ０ ａ … 先 端 、 １ ０ ｂ … 後 端 、 １ １ … 貫 通 孔 、 １ ２ … ガ ス ベ ン ト 、 １
４ … 押 出 板 、 １ ７ … 成 形 品 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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